
コウ
ノトリ便り

第2回

KON
OSU CITY PUBLIC RELATION

S 
広
報
こ
う
の
す
　

11月
号

　
N

o.876　

発行日　令和6年11月15日　発行　鴻巣市役所　〒365-8601 鴻巣市中央1-1
☎048-541-1321（代表）　吹上支所 ☎548-1211　川里支所 ☎569-1111

広報こうのすが
スマホで読める

スマートフォンで
「広報こうのす」をチェック!

鴻巣市ソーシャル
メディア利用してね！

スマートフォンで
「広報こうのす」をチェック!

鴻巣市ソーシャル
メディア利用してね！

ホームページ
 https://www.city.kounosu.saitama.jp/

　　　　　　　 市の情報が満載

L IN E  @konosu_city
　　　　　　　 タイムリーに情報を発信

X ( 旧 Twitter)
 @Konosu_city

　　　　　　　 ひなちゃんがイベント情報等をつぶやきます

Instagram  konosu_city_tourism_official
　　　　　　　 魅力的な風景や観光スポット等を写真でお届け

YouTube  Konosu_city
　　　　　　　 行政情報や市の魅力を動画で紹介

ごみ分別アプリ  econosu
　　　　　　　 ごみの分別・収集日が確認できます

人口と世帯（11月1日時点）
人口　117,562人（前月比 +27人）［男 58,148人／女 59,414人］
世帯　53,555世帯（前月比 +105世帯） ※11月1日現在

写真は ＃鴻巣カメラ部 で検索！

@ai_mitsuda6.2
＃こどもまんなかやってみた 
＃手形押し花アート ＃エルミ鴻巣

鴻巣市の情報をお届け！

インスタグラムで鴻巣市の魅力をPRしている
KONOStagram観光大使のベストショットを紹介！

コウノトリってどんな鳥？
皆さんはコウノトリにどんなイメージをお持ちで
しょうか。幸せを運ぶ鳥や、幸福の象徴とされている
鳥ですが、その中でもコウノトリのイメージとして一
番に浮かぶのは、赤ちゃんを運んでくる鳥ではないで
しょうか。なぜコウノトリは赤ちゃんを運ぶ鳥といわ
れているのか。その由来は、意外にも日本から浸透
したのではなく、ヨーロッパなどの海外が発祥だと言
われています。19世紀の童話作家であるアンデルセ
ンの創作童話の１つに「沼の王の娘」という話がありま
す。子どものいないヴァイキングという夫婦のもとに
コウノトリが赤ちゃんを届けるという描写があり、こ
れがコウノトリの赤ちゃんを運んでくるというイメー
ジにつながっていると考えられています。

一方、ヨーロッパではドイツの国鳥にも指定されて
いるシュバシコウという鳥が生息しておりコウノトリ

に非常によく似た姿をしています。ヨーロッパのお話
ではたびたびシュバシコウが赤ちゃんを運ぶ鳥として
出てきており、日本へ伝わる際に、日本に馴染みのあ
るコウノトリに置き換わって伝わってきたのではない
かともされています。

このようにコウノトリが幸せを届ける鳥として、広
く認識されていることは間違いありません。鴻巣市で
飼育している２羽のコウノトリもきっと皆さんに幸せ
を運んでくれることでしょう。
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